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一般質問の中から抜粋してご報告致します。 

 「第四幼稚園の統廃合問題」に関しては、ご相談があった保護者と一緒に請願文を作り

上げ、印刷機をお貸しし、私自身も約 1000 筆集めて、署名活動を支援した。1 万 3000 筆近

い請願署名が集まったにも関わらず、否決されてしまった。 

議会では、「公立幼稚園として残せ！」と主張すると同時に、令和 5 年度の入園希望が 5

人に激減した事を問題視し、「子どもが育ちあう環境を作る教委としての責任を果たせ！」

と要求。教委は、公立幼稚園の存在意義や重要性を謳った上で、公立幼稚園への入園を募集

する囲み記事を広報に掲載した。 

「勇気フッ素化合物・PFAS」については、「実態調査」「情報提供」「実態解明への協力を

米軍に要請」を市長に求めた。かつ、市民の命に直結する地下水をどう守るのかについて掘

り下げた。「河川水は、原発事故では汚染を免れないし、発災時には断水の恐れがある。昭

島市や羽村市の様に直営水道（井戸水）に戻せ！そうすれば、民営化も防げるし、市民の命

の水を守れる」と要求。かつ、日野市独自に日野市直下の地下水脈について調査し、把握す

るべき。」と訴えた。市長は、「今後の検討に値する課題」と、答弁した。 

「保護猫活動への支援」に関しては、都の補助金により、1 頭につき 5 万円以内で医療費

を受け取れるようになったのだが、ボランティア団体との間で、事前協議がなかった事によ

り、「使途」をめぐって揉めている。団体からの依頼により議会で要求した結果、5 万円の上

乗せと、餌代、消耗品費の支給を認めさせた。 

「スケボーの練習場」は、近隣から苦情が来る「迷惑施設」ゆえに、最も実現困難な課題

である。若者から「練習場が欲しい」という悩みが寄せられたので、適地探しに奔走。国土

交通省が浅川清流組合の川下に防災倉庫とヘリポートを作るという情報をキャッチしたの

で、「平時のスケボー使用を認めるよう国交省と交渉せよ！」と要求。市は、「国土交通省と

の間で協議する。」と回答した。 

「医療的ケア児」の保護者から、「医療的ケア児の入園に対して、加点して欲しい。」「市か

ら、点数で合格しても、看護師が確保できない限り待機して頂くと言われた」という相談が

あった。三多摩 26 市を調査した結果、ガイドラインも無ければ、加点等の配慮も無いのは、

日野市含め７市のみ。遅れた実態を告発し、「令和 7 年度の募集に間に合うように整備する。」

いう回答を得た。 

 


